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ステップ キー（または指示） 表示

 必要な校正分銅の重量  
 が 表示されます

 8. ヒンジカバーを開けます 

 9. ひょう量システムに  
 30 g分銅を載せます 
 マイナス符号 –：分銅値が不足
 プラス符号 –：分銅値が過剰
 符号なし：分銅値が適正

 調整が終了すると、   
 ひょう量単位（g）が表示されます 
 

 校正と調整後の  --------------------

 印刷出力  23.03.2017     10:51 *)
 *)   日付と時間は、 ザルトリウスプリ  Model     MA35M-230N 

ンターYDP20-0CE  Ser.no.    99992581 

使用時にのみ印刷されます  Ver.no.    00-33-01

   ID

   --------------------

   External calibration

   W-ID

   Nom.  +     30.000 g

   Diff.+      0.001 g

   External adjustment

   Diff.+      0.000 g

              completed

   --------------------

   Name:

   --------------------

10. 水分計の荷重をゼロにし、
 カバーを閉じます

11. 校正/調整を終了しますc
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インターフェースポート

目的
 本水分計は、プリンターやコンピュータ
（またはその他の周辺機器）を外付け
で接続できるインターフェースポート
を搭載しています。

 外付けプリンター
 外付けプリンターを使用して、印刷出
力ができます。

 コンピュータ
 測定値や計算値をコンピュータに送
信して、詳しい評価や文書化を行うこ
とができます。

! 市販のRS-232接続ケーブルをご使用
になる際の警告：

 他の製造業者が販売しているRS-232
ケーブルのピン配列は、ザルトリウス
製品と互換性がない場合があります。
ケーブルを接続する前に、必ず次ペー
ジの図でピン配列を確認し、ザルトリ
ウス指定のものと異なる線は接続し
ないようにします（例、ピン11）。それら
の線を接続すると、水分計や周辺機器
の一部あるいは全体に損傷を与える
場合があります。

 準備
 インターフェースポートの周辺機器へ
の適応に関する説明は、「構成」の章を
ご参照ください。

 結果の文書化には、水分計のさまざま
な特徴を最大限に活かせるザルトリ
ウス製プリンターの接続をお勧めしま
す。ザルトリウス製プリンターでは、GLP
準拠形式の印刷が簡単にできます。
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 メス型インターフェースコネクター
 25ピンDサブミニ（DB25S）/ケーブルグランド 
用ネジロックハードウェア付き 

 使用するオス型コネクター
 25ピンDサブミニ（DB25S）/ 
シールドケーブルクランプアセンブリ 
（Amp type 826 985-1C） 
および固定ネジ（Amp type 164 868-1）付き

 25ピン 
RS-232メス型コネクターのピン配列

 ピン1： 信号グラウンド
 ピン2： データ出力（TxD） 
 ピン3： データ入力（RxD）
 ピン4： 非接続
 ピン5： 送信可（CTS）
 ピン6： 非接続
 ピン7： 内部グラウンド（GND）
 ピン8： 非接続
 ピン9： 非接続
 ピン10： 非接続
 ピン11： 充電式バッテリー：充電電圧
   +10 V（1 _out 25 mA）
 ピン12： Reset _Out *)
 ピン13： +5 V出力
 ピン14： 内部グラウンド（GND）
 ピン15： 非接続
 ピン16： 非接続
 ピン17： 非接続
 ピン18： 非接続
 ピン19： 非接続
 ピン20： データ端末レディ（DTR）
 ピン21： 非接続
 ピン22： 非接続
 ピン23： 非接続
 ピン24： 非接続
 ピン25： +5 V出力

*) = 周辺機器再起動
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エラーコードはエラー発生時の2秒間、または継続的に表示されます。エラー発生時にエ
ラーコードが2秒間表示された後、プログラムは自動的に通常の運転モードに戻ります。

表示 原因 対処方法
H 荷重がひょう量範囲を超えている。 ひょう量皿サポートの荷重を下ろし

ます。
Lまたは
Err54

荷重がひょう量範囲を下回っている。 ひょう量システムにひょう量皿サポ
ートを置きます。

Err 01 データ出力が出力形式に合っていな
い。

セットアップメニューの構成を変更
します。

Err 02 校正/調整条件が合わない。 
例： 
– テアーされていない。 
–  ひょう量皿サポートが取り付けられ
ている。

ゼロが表示された場合にのみ校正
します。
[TAR]を選択してテアーします。
水分計から外します。

Err 03 校正/調整が一定時間内に完了でき
なかった。

再度天びんをウォームアップし、調
整を繰り返します。

Err 30 プリンター出力用インターフェースポ
ートがブロックされている。

Sartorius Serviceにポート設定の変更
を依頼します。

Err 31 周辺機器が応答しない（インターフェ
ースハンドシェイクへの割り込
み：XOFF、CTS）

XONを送信し、CTSを解除します。

Err 50 温度補正のオーバーフロー/アンダー
フロー

Sartorius Serviceにご連絡ください。

Err 53 温度補正が機能していない。 Sartorius Serviceにご連絡ください。
Err 55 ひょう量ADCからの出力が高すぎる。 Sartorius Serviceにご連絡ください。
Err 79 乾燥調整データが見つからない。 Sartorius Serviceにご連絡ください。
Err 241、 
Err 243

ひょう量システムパラメータ
（EEPROM）に 
不具合がある。

水分計のスイッチを一度切り、再度
オンにします。エラーが解消されな
い場合は、Sartorius Serviceにご連絡
ください。

Err 2xx 内部エラー。 Sartorius Serviceにご連絡ください。
Err 340 操作パラメータ（EEPROM）に不具合が

ある。
Sartorius Serviceにご連絡ください。

Err 342 調整パラメータ以外の操作パラメータ
（EEPROM）に不具合がある。

Sartorius Serviceにご連絡ください。

上記以外のエラーが発生した場合は、Sartorius Serviceにご連絡ください。
連絡先は、http://www.sartorius.co.jp でご確認いただけます。

エラーコード
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ケアとメンテナンス

 サービス 
 Sartorius Service 技術者の定期サービ
スを受けることにより、水分計の耐用
年数が延び、確実に測定精度を維持す
ることができます。 ザルトリウスでは、
間隔を選択できる（1ヶ月～2年）定期
メンテナンスサービスを提供していま
す。

 設置場所の操作条件や要件に応じて、
最適なサービス間隔をお選びくださ
い。

 修理
 修理は、必ず訓練を受けたサービス技
術者にお任せください。訓練を受けて
いない方による修理は、使用時の重大
な危険につながることがあります。

クリーニング
! 埃や液体が水分計のハウジングに

入らないようにしてください。

! 刺激の強い洗剤（溶剤、研磨洗浄剤
など）を使用しないでください。水分
計のクリーニングには、必ず低刺激
性の洗剤（石けんなど）で湿らせた
布を使用します。

§ 電源の切断：壁のコンセントから電
源コードを抜きます（主電源）。イン
ターフェースにケーブルを接続して
いる場合は、ケーブルを水分計から
外します。

$ ひょう量皿ドラフトシールドとひょう
量皿サポートは、外してクリーニン
グできます。

§ サンプルのかすやこぼれた粉は、ブ
ラシや携帯型掃除機を使って、てい
ねいに取り除きます。

§ クリーニングの後、乾いたやわらか
い布で水分計を拭きます。
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加熱ユニットと温度センサーのクリーニング
§ ヒンジカバーを開けます。

! 危険：加熱ユニットの端子に電流が流れていま
す。

§ 壁のコンセントから電源コードを抜いて（主電
源）、電源を切ります。

 インターフェースポートにケーブルを接続して
いる場合は、ケーブルを水分計から外します。

 

§ 温度センサーから、サンプルのかすをていねい
に取り除きます。

§ ブラシか湿ったリントフリー布を使って、チュー
ブ状の金属製加熱素子をクリーニングします。
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 安全点検
装置を安全に操作できなくなるような
兆候が見られた場合は：

§ 壁のコンセントから電源コードを抜い
て（主電源）、電源を切ります。

> 装置をロックし、安全な場所に保管し
て、当面の使用を禁止します。

 以下の場合、装置の安全な操作は保
証できません：

– 機器や電源コードに目に見える損傷
がある。

– 水分計が適切に機能しなくなった。
-  装置が、望ましくない条件下で長期間
保管されていた。

– 装置が、輸送時に乱暴な取り扱いを受
けた。

 上記の場合は、Sartorius Serviceにご連
絡ください。メンテナンスと修理は、ザ
ルトリウスの認定を受けた技術者、お
よび下記に該当する人物のみが実行
できます。

– 必要なサービスとメンテナンス手順書
を利用でき、関連するサービストレー
ニングコースに参加した者。

ザルトリウスの認定サービス技術者は、
周囲環境条件や操作条件をもとに、テス
トの種類と間隔を決定します。点検は、1
年に1回以上実施してください。

梱包材は環境にやさしい材
料を使用しており、二次
原料として再利用できま
す。ドイツでは、不要にな
った梱包をVfWデュアル
システムにより無償で廃

棄できます（契約番号D-59101-2009-
1129）。ドイツ以外の国では、適用され
る規制に従い、最寄りの廃棄物処理施
設で梱包を廃棄してください。装置（ア
クセサリーおよび電池を含む）は、一
般家庭ごみとして取り扱うことができ
ません。EU加盟国は、リサイクル目的
で電気・電子機器を各地の非分別ご
みから分けて収集、廃棄するようEU規
定で義務付けられています。廃棄やリ
サイクルの詳細については、最寄りの
当社サービススタッフまでご連絡くだ
さい。さらに、 
EU内では次のウェブサイトに記載され
ているパートナーもご利用いただけま
す。

1）  http://www.sartorius.comにアクセス
します。

2）  ［ラボ用製品＆サービス］の［サー
ビス］を選択します。

3） [廃棄に関する情報]を選択します。
4)  廃棄に関する各国のザルトリウス
連絡先を記載したPDFファイルをダ
ウンロードできます。

 危険性物質で汚染された機器（NBC汚
染）は、修理または廃棄の対象として
承認されません。

 廃棄サービス連絡先：
 詳細（修理や廃棄のために機器を返
送する場合の連絡先など）は、ウェブサ
イト（www.sartorius.com）を参照する
か、ザルトリウスサービスセンターに
お問い合わせください。

廃棄
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概要 

仕様
ひょう量（最大） 35 g 

ひょう量システムの一般再現性 初期サンプル量が約1gの場合：± 0.2%
初期サンプル量が約5 gの場合：± 0.05%

読取限度 1mg、0.01%

適正サンプル量 5～15 g

結果表示 % 水分量
% 乾燥重量
% 比率
G 残重量

シャットオフパラメータ オプション：
– 全自動
– 手動シャットオフ
– タイマー設定（0.1～99分）

サンプル加熱 金属管ヒーターの暗照射赤外線による均一なサンプル加
熱

サンプルチャンバーのアクセス – 大きく開く蝶番式フリップアップカバー
– のぞき窓付き

ドラフトシールド 統合型ドラフトシールド
FDA/HACCP規則の準拠 アルミパネル（ガラスパネルから変更）
動作温度の範囲と設定 40°C～160°C、1°C単位で調整可能
オペレーターのガイダンス シンボルの表す機能
加熱プログラム 標準乾燥
測定プログラム 不揮発性メモリーに1プログラムを保存（パラメータを自

由に選択可能）
データ保存用メモリー 次の測定開始まで結果を保存
ログの印刷 –  測定結果/校正/調整に関する改ざん不可能な標準構成

GLPレポート
–  用紙の使用を最低限に抑える、短い測定結果レポート
– オプションの外付けプリンターを使用

データインターフェース RS232 C-S/VA24-V28、7データビット（ASCII）1 パリティビット
検査、測定、テスト装置としての水分計の
精度のモニタリングと管理

オプションの校正用分銅を使用した外部校正、
オプションの調整セットを使用した温度調整

ハウジング本体寸法（W × D × H） 224 × 366 × 191 mm

正味重量 約5.8 kg

電源要件（供給電圧） 230 Vまたは115 V（モデルによって異なる）（–15% … +10%）
周波数 50～60 Hz

ヒューズ 2個（コンダクター/フェーズゼロ）、6.3 A、タイムラグ（スロ
ーブロー）、5 + 20 mm（内部）

消費電力 最大400 VA
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周囲環境条件：  
動作温度範囲

 
+10°C～+30°C（+50°F～+86°F） 

許容環境動作温度 +5°C～+40°C（+41°F～+104°F） 
周囲環境保管温度 -20°C～+70°C（-4°F～+158°F）
相対湿度 環境温度+31°C（+ 88°F）で最大80%、+40°C（+104°F）で50%

まで直線的に減少、結露なし
動作高度 最大で海抜2,000 m（6,562フィート）、室内使用のみ
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アクセサリー（オプション）

アクセサリー 注文番号
ひょう量皿（シングルユース）80枚入
アルミニウム、直径90 mm 

6965542

グラスファイバーフィルター80枚入
（液体およびペースト状サンプル、 
およいび脂肪分の多いサンプル用）

6906940

フリップオープンカバー用交換パネル
（FDA/HACCP規則準拠用にガラス 
パネルをアルミパネルに交換 
（アップグレードキット））

YDS05MA

外付け用データプリンターYDP20-0CE YDP20-0CE

YDP20-0CEデータプリンター用カラーインクリボン 6906918

YDP20-0CEデータプリンター用用紙（5ロール、50 m） 6906937

外部校正用分銅30 g ± 0.3 mg YSS43-02

温度調整セット YTM15MA
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準拠宣言



06 | 2021

Printed in the EU on paper bleached 
without chlorine. | AM
Publication No.: WMA6030-j210602

最終更新:
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